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◎令和８年６月２４日（水） 午前９時２８分～午前９時４４分 

◎本館３階 第１委員会室 
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（開会） 

○委員長（山本 剛） （午前９時２８分） 皆さん、おはようございます。 

 定刻より少し早いですけれども、おそろいですので、ただいまから予算常任委員会を開

会いたします。 

 本日の出席委員は１７人全員であります。 

 本委員会につきましては、６月１２日の本会議におきまして、本委員会に付託を受けま

した議案について審査を行うものであります。 

 これより議事に入ります。 

 議第５０号令和８年度野洲市一般会計補正予算（第１号）を議題とし、各分科会会長の

審査の報告を求めます。 

 分科会長の報告は分科会開催順でお願いいたします。 

 まず、総務分科会、東郷会長の報告を求めます。 

 東郷会長。 

○総務分科会会長（東郷克己） 皆さん、おはようございます。 

 総務分科会会長報告を行います。 

 去る６月１２日の予算常任委員会におきまして、本分科会に分担されました関係予算に

ついて審査するため、６月１７日に本分科会を開催し、委員全員出席のもと、説明員の出

席を求め、慎重に審査いたしました結果についてご報告申し上げます。 

 まず、議第５０号令和８年度野洲市一般会計補正予算（第１号）のうち、第２款総務費

及び第９款消防費における歳出及び関係する歳入（特定財源）並びに歳入一般財源全款に

ついて審査いたしました。 

 委員からの「第２款総務費の第１４目人権センター費について、人権センターの電気設

備に関する緊急修繕とはどのような内容か。」との質疑に対し、「年１回の電気設備に関す

る法定点検において分岐盤や遮断機の操作ハンドルを物理的にブロックする安全装置であ

る、高圧気中負荷開閉器という部品に不具合が見つかり、周辺住民の電気設備に影響を及

ぼす可能性があるため、早急に対応する必要がある。」との答弁がありました。 
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 以上が質疑応答のあった主な内容であります。 

 以上で、本分科会に分担されました予算結果の報告といたします。 

○委員長（山本 剛） これより、ただいまの報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○委員長（山本 剛） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 次に、文教福祉分科会、野並会長の報告を求めます。 

 野並会長。 

○文教福祉分科会会長（野並享子） 文教福祉分科会の報告をさせていただきます。 

 去る６月１２日の予算常任委員会におきまして、本分科会に分担されました関係予算に

ついて審査するため、６月１７日に本分科会を開催し、委員全員出席のもと、説明員の出

席を求め、慎重に審査いたしました結果についてご報告申し上げます。 

 初めに、議第５０号令和８年度野洲市一般会計補正予算（第１号）のうち、第３款民生

費における歳出及び関係する歳入（特定財源）について審査いたしました。 

 委員からの「健康福祉センターの玄関ひさしの雨漏りはいつから発生していたのか。ま

た、現状どのように対応しているのか。」との質疑に対し、「４月の雨の際に大きな水たま

りができたことで雨漏りに気づいた。ひさしの上が雨ざらしで、防水シートから浸水して

いる可能性があると見立てており、現在は雨天時に玄関に赤い三角コーンを２つほど置い

てバケツを設置し、床のタイル面が滑りやすいため、高齢者や子どもが転倒しないよう緊

急対応を行っている。」との答弁がありました。 

 また、委員からの「障がい者自立支援事業費のシステム保守委託料で、マイナ保険証１

枚で公費負担の資格審査ができるというのは、障がい者福祉分野のいわゆるマル福医療の

資格審査を指しているのか。」との質疑に対し、「今回の改修はマル福医療ではなく、障が

い者の更生医療、育成医療、精神通院医療などの自己負担が１割になる制度について、現

在発行している紙の受給者証の代わりにマイナ保険証で登録することで、病院や薬局窓口

で紙の受給者証を提示せずに資格確認できるようにするためのものである。なお、マル福

については野洲市では既に改修済みである。」との答弁がありました。 

 次に、第４款衛生費（第１項第４目を除く）における歳出及び関係する歳入（特定財源）

について審査いたしましたが、質疑はありませんでした。 

 次に、第１０款教育費における歳出及び関係する歳入（特定財源）について審査いたし
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ました。 

 委員からの「中学校の部活動支援について、現在無償で指導している方もいるが、今回

の報償金はどういった指導者に支払うのか。既存の指導者にも支給されるのか。また、時

給単価はいくらか。」との質疑に対し、「部活動指導者への報償は令和６年度、７年度も支

払っており、今回の補正は国の補助メニューに採択された実証事業のうち、国が野洲市へ

の補助を決定された事業について、当該事業に参加する指導者へ支払うものである。現在

学校で活動している指導者のうち、各校から配置願いを受け、委嘱された種目限定の部活

動指導員には報償を支払っており、８年度は実証事業等の対象者にも支払いを予定してい

る。単価は、部活動指導員では１時間当たり１，６００円で、補正予算分では有識者、有

資格者の区分などに応じて段階を設けた支払いを予定している。」との答弁がありました。 

 これに関連して、委員からの「部活動指導員の報償金について、積算の内訳はどうなっ

ているのか。また、有資格者以外が実証事業に参加した場合も報償の対象になるのか。さ

らに、その財源はどうなっているのか。」との質疑に対し、「現段階では延べ５０人程度、

回数としては４０回程度の活動を想定して予算計上している。報償の対象は、有資格者や

通常の技術的指導者を担うものも含め、事業に参画する者を対象とする考えである。財源

については、国、県、市がそれぞれ３分の１を負担する補助メニューが基本であり、平日

を含む展開のものには国が１０分の１０を負担するメニューもある。」との答弁がありまし

た。 

 これに関連して、委員からの「交付される１１３万円は国、県の財源構成はどうなって

いるか、市の３分の１負担分は当初予算に既に入っているのかを教えてほしい。」との質疑

に対し、「１１３万円は国の３分の１相当分を含めて県から市へ交付されるもので、市の３

分の１負担分はもともとの指導員報酬として当初予算に計上済みであり、今回の補正は国

の交付メニューに合致した分を追加するもの。」との答弁がありました。 

 以上が質疑応答のあった主な内容であります。 

 以上で、本分科会に分担されました予算の審査結果の報告といたします。 

○委員長（山本 剛） これより、ただいまの報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○委員長（山本 剛） ご質疑はないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 次に、環境経済建設分科会、木下会長の報告を求めます。 
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 木下会長。 

○環境経済建設分科会会長（木下伸一） 皆さん、改めまして、おはようございます。 

 それでは、環境経済建設分科会会長報告をさせていただきます。 

 去る６月１２日の予算常任委員会におきまして、本分科会に分担されました関係予算に

ついて審査するため、６月１９日に本分科会を開催し、委員全員出席のもと、説明員の出

席を求め、慎重に審査いたしました結果についてご報告申し上げます。 

 まず、第４款衛生費中（第１項第４目）、第６款農林水産業費、第８款土木費における歳

出及び関係する歳入（特定財源）について審査をいたしました。 

 委員からの「道路新設改良工事費における新しい病院へのアクセス道の関係で、地域未

来交付金５，３５０万円から道路整備事業債に財源更正され、当分科会管轄外の衛生費、

地域医療政策推進事業費においても６００万円の組み替えがあるが、当初予算編成時に地

域未来交付金は何らかの担保があって計上され、こんな早い時期に国から交付されないと

なった理由は何か。」との質疑に対し、「まず、地域未来交付金の採択結果が４月７日に届

いたが、本来は３月中に内示が届くのですが、今年は国の予算成立が遅れた影響で、後ろ

にずれ込み、４月になった。不採択になった理由は、事業や経費の内容と課題の解決や成

果指標向上との関連性が弱い等とされている。また、予算編成時の担保については、必ず

しもそれが保持されている必然性ではなく、一定の蓋然性が求められるところと考えてい

るが、昨年度の初めから内閣府や県の担当者と調整を進めていたことから一定の蓋然性は

あると見込んでいた。しかし、申請の直前に、首相交代により、交付金の趣旨が地域活性

化から経済活性化を趣旨とするものへと変更されたことなどにより、結果不採択となった。」

との答弁がありました。 

 以上が質疑応答のあった主な内容であります。 

 以上で、本分科会に分担されました予算の審査結果の報告といたします。 

○委員長（山本 剛） これより、ただいまの報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○委員長（山本 剛） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 次に、予算常任委員会に付託を受けました関係予算について、委員間の討議を行います。 

 討議はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 
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○委員長（山本 剛） ないようですので、これをもって討議を終結いたします。 

 直ちに採決することにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○委員長（山本 剛） ご異議なしと認めます。よって、直ちに採決することに決定いた

しました。 

 これより採決いたします。 

 採決は起立により行いますが、起立しない者は反対とみなします。 

 お諮りいたします。 

 議第５０号令和８年度野洲市一般会計補正予算（第１号）については、本委員会として

原案のとおり可決すべきものと決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○委員長（山本 剛） ご着席願います。 

 起立全員であります。よって、議第５０号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員会報告書の作成については、私に一任願いたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○委員長（山本 剛） ご異議なしと認めます。よって、私に一任いただくことに決しま

した。 

 以上をもちまして、予算常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。（午前９時４

４分 閉会） 


